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　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

　倉敷天文肇創立記念式を畢けたのは，去る大正十五年十一月二十一一日で，

本年は二週年に相回するから，十一月二十七日山本博士を迎へ，三下知名

の士を招待して，同日午後三時，第二回創立己念式が纂けられ，原名樫毫

長が二二の辞並びに希望を蓮べ，水野主事は事業の報告をなし，それに引

綾いて山本博士は「月食の話」の題下に講演を試み，終って晩餐を共にし，

午後六時から三十二糎反射望遠鏡で月食の観測を行つkが，撒百の來二者

があって，大に三つた．當夜は一二の雲もなく，完全に観測するこεを得

たのは，實に喜ばしい事であった．

　三日の報告に，創立前後の事や，將來の計叢を，次に述べやう．

　　　　　　　　　　　一・設立の　由來

　本邦には天文に閉する學會が二つある．一は明治四十年に東京天文肇内

に創立せられた口本天文學會で，今一つは大正九年京都天文室内に設けら

れた天文同好會である．大正十年一月岡山三三杜會課の主催で「時博覧會」

が催されたεき，京都大學から新城，山本爾博士が天文講演の爲めに來岡

されたこεがある．

　山本博士は天文同好三三立者である．この會は至極民衆的のものであっ

て，我が國民の天文知識普及に三って，大に力あるこミはいふ迄もない・

山本博士は岡山の土地が天文皇の位置εして，氣象駄況が非常によいから，

余に天文皇設置に蓋力する様にミ拗められナこのである．余は早速その蓮動

に着手し，新聞に三三に講演に全力を回したが，到底微力の及ぶεころで

はなかつナこ．

　天文同好會に於ては「岡山天文皇」を標語ざして突進し，機關雑誌「天

界」紙上に度々其の必要を力説したのである．

大正十一年九月には山本博士が在外研究員を命ぜられ，ニケ年有像を欧米

に過され，天文皇七十七ケ所を覗察して露朝されたのは，大正十四年三月
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であった，同月余は京都天文皇に，山本博士を訪問したεころ，天文同好

會支部所在地藪十ケ所に，民衆的天文皇を設けナこい．理想的天文皇はその

設置費に百鯨萬圓を要するが，小天文奎ならば武萬圓でも，堂萬圓でも或

は撒千圓でも設けられるから，地方有志者の篤志によって是非設立したい

ものである．望遠鏡も屈折の方は補償であるが，反射の方ならば安慣で，

且つ年々相傘のものが一つや二つは賞物に出るから，それを求めナこならば

割安に出來上るから，天文同好會第一號天文皇を岡山附近に設けナこい希望

を述べられたので，一堂斡旋して居ナこが，何分先だつものは金である．豊

頃術的のここには容易に寄附金が得られない．

　大正十四年七月末に岡山で第三回天文講習會を催し．講師には三度び山

本博士を迎へ，それが終って博士が録洛されたξころ，手頃の反射望遠鏡

の頁物があるこεを知られたので，通知を戴き早速博士を訪問して種々打

合せをした．そしてF・一一方には「天界」紙上にこの反射望遠鏡のこEが載せ

られたので，各地の支部では何れもこれを買入れんε力んだが金のないの

で，望遠鏡はほしいが仕方がない．岡山支部は大活動を開始して，大正十

四年十二月二十八日には，天文毫設立委員に　原　澄治，水内清治，岸本

洗太郎，浦上宗衛，森本慶三，宮原　節，余の命名が墾けられ，あらゆる

方面に心触りを附け，篤志家に寄附金の相談をしたが，時勢も財界不況の

折柄蝕裕の金がないので，その人を得られない．大正十四年は過ぎ去って，

大正十五年を迎へ四月には岡山で，、天文同好昂奮會が催され，その前後岡

山縣各地で，天文講演會を開くこεになって，四月九日には倉敷で，山本

博士E余ミが演壇に上るこEになつナこ．其の日同地の名望家であり，54余

の親友である　原澄治氏が，問題の望遠鏡を個人で買入れ，天文同好會に

寄附する意志を余に傳へられtので大喜悦，この位嬉しかったこεは今迄

になかった．直ちにこの事を山本博士にお知らせしたミころ，同博士の喜

びは一方でなかった．望遠鏡は英國に註文せられ，神戸港に到着したのは

九月十三日，倉敷へは十月九日に口径三十二糎（十二追々）焦鮎距離二百

五十糎の大反射望遠鏡が蓮ばれた，鏡は有名なカルヴアーの作で器械はホ

ルランド會杜の製作にかNるものである．
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　假観測室は原氏の好意によって急いで建てられ，十一一▲月二十一日には創

立記念式が墾行せられ，多鰍知名の士が臨席され，本邦最初の私設天文豪

が出來上ったのである．天文肇長は山本一・清博士，名勤皇長は原宿治氏

塁員は理學士原節氏中村要氏，余は主事を囑託されたのである．

　　　　　　　　　　　　二，展回天丈i藪の特色

　余は去る大正四年十二月三十日の夜分東京天文壷に行って，望遠鏡で星

を観測するこミを獺つたが，紹介者なしに行った斜め許されない，そこ

で日本天文學會の増員で．岡山から遙々來たものであるからミ更に願った

が，燧に門前彿ひにされたのは實に残念であった．

　東京天文皇で失敗しナこので，水澤緯度観測所を観せて貰はんものミ，翌

大正五年一月一日水戸で所長木村博士宛の書面を護迭して置いて，一月三

日観測所の門を這入ったεころ，一人の紳士が居られナこので，名刺を出し

て所長に面會をもεめたεころ，その紳士が帥ち所長木村博士であった．

木村博士の申されるのには書面を受領しk，今汽車がついたから，多分君

が來るであらうε思って，此慮で待って居ナこのであるミ，これには實に恐

縮したのである．それから所内を観せて頂いて，その御厚意を深謝して蹄

途についた．その際所員の他の方には何誰にも御目に懸らなかったのであ

るが，あ’Sで聞けば，その時分山本博士は所員の一一一人であられたεの事で

ある，この水澤緯度観測所は一般の参観を許して居ない．京都天文毫に於

ては，毎週月曜日の夜分一百人を限り参観を許して居る．坤戸海洋氣象豪

では土曜日の午後でなくては参観を許されない，夜分は駄目だから，二十

五糎の屈折望遠鏡に覗かせて貰へない．

上の様な事情で官立の天文皇叉はこれに類しナこごころでは，都合よく参観

するミいふこεは出汁すに制限が置かれてある．

　民衆天文皇たる倉敷天文壼では，何時でも参観者を漱迎して居る．望遠

鏡の大さを比較するE，東京天文毫は八吋屈折望遠鏡を最：大なるものミし，

示申戸海洋氣象毫には残片のものがある．昨年京都天文皇に十二吋のものが

据付けられた．外國には四十吋のものがある，反射望遠鏡の方では，京都

天文皇に十吋のものが，大正九年に買入れられ，その後十三吋のものが備
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付けられたが，十三吋の方は一般の者は観せて貰へない．山本博士個入持

の十八吋があるが，これは未だ据付けられて居ない．さすれば倉敷天文肇

のものは十二町回の反射望遠鏡であるから，一般の人々が観測し得る日本

第一の望遠鏡である．外診には一轍七十三吋，六十吋εいふ様な大反射望

遠鏡があって，現に二百五十吋のものを製作中である．S二十吋以上のも

のでなくては，世界各地のものに比較して十分の働きが出來ない．我が國

の望遠鏡には世界的のものは一・つもないが，幸ひに熟心な天文知者が多い

ので，外回の天文皇に封して，ひけをεらない．

　殊に水澤の緯度観測所は，伊國，米國のものε共同動作をなし，且つ他

國の翻倒報告を受け，世界の緯度観測所を統括して居るこεは，我が國の

誇りミするεころ，木村博士の勢を多ミするものである。斯くの如くであ

るから，一般に天文知識を普及すには，各地に民衆天文皇を設けて障れを

開放し，随時観覧せしめねばならない．

　　　　　　　　　　　　　三・事　　　　業

　倉敷天文皇は民衆を相手にするものであるが，決して軍門的の観測を怠

るものではない．大正十五年1一一月から，皇臣山本一清博士は縄緯：儀によ

って，天文皇の精密な経緯度を次の様に獲表された．東経8時55分5．2

秒，北緯34度35分33秒ご．昭和二年六月二十九日の日食の際には，天

文同好會員奥田毅氏が，初噺，食甚，復：圓の時刻を観測されナこ．同年十一

月十日には水星の太陽面経過を観測し，その前後に亘り創立第一周年記念

の爲め，講演，天文展萱會，宇宙の篤異の活動爲眞が公開された．同年十

二月十五日には金星が六等星ボン目錬南緯第3735號Eいふ星を掩蔽する

ので，わざわざ山本博士は観測の爲め出張されたが，極大切なεきに雲が

あって，観測が行はれなかったのは，實に遺憾であった．昭和三年四月に

は京都，姫路高松，金屋（和歌山縣有田郡）ミ倉敷εで流星の共同観測を

するので中村紅海が出張された．同年八月十日の火星の掩蔽の際には山本

博士が出張され，十一月二十七日の月食の際にも同様であっナこ．天候の如

何によっては京都では襯測出來なくミも，倉敷では観測し得るこεがあ6．

故に京都でも，倉敷でも観測する必要がある．無論東京でも，神戸でも，
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水澤でも，出遮る丈け多くの土地で観測せねばならない．

　毎月第一ε第三εの土曜日には夜分，天文講演會を催し，あミで末筆を

観測するこεに定めてある．大正十五年十二月から，昭和二年十二月迄に

講演會を開いたこε二十四回，講師は山本博士，宮原理學士，奥田毅氏，

水野主事等で水野主事は蓮綾講演毎月の天を李易に一般の入々に説いた．

昭和三年一月から十一月迄に十八回．講師は前年ミ大差なく，宮原理學士

は在外研究員Eして渡英されたので，中村要氏に講演して戴いたこミがあ

った．水野主事は「太陽系」について連言講演中である．

　何時でも観測されるのに差支へないが，皇員が詰切って居ないから，十

分のこεは跡ない・特に観測の便髄御希望三三以て御報下さる

ならば，當日窒員が出て御相談に喜んで慮するのである．

　参親人は春秋の氣候のよい時が多く夏冬は少い．昨昭和二年一月には六

十・一人，こ二月九十八人，三月四百四十人，四月一千二百五十九人，五月一

千五十六入，六月四百三入，七月五十七入，八月七十三人，九月二百九入，

十月四百四十八人，十一月六百五十入，十二月百六十人，合計四千九百十

四人。毎月二回の公開日，その他臨時公開日の参観人は前記以外であるか

ら，昭和二年中の縮計はは六千人にのぼってみたこミはたしかである・こ

の様な多撒の参観人を迎へて居るミころは，世界でも珍らしいであらう．

無理に星を覗かすεも，反射望遠鏡を一見する丈けでも，その効はあるの

である．李日は小川龍五郎氏が案内役を務めて居られるが，時には倉敷商

業學校佐々木教論が説明の勢を執らるN事もある．身も心も打ち込んで倉

敷天文皇の紹介，宣傳に努力されつNある小川氏の勢は實に多大なもので

ある．

　　　　　　　　　　　　四，將來の計聲

　倉敷天文皇は京都天文皇の出張所の様なもので，相互に助けあって観測

に從製して居る．抑々天文墓は一つ所に集まって居ては，その能率を十分

に墾げるこεは六ク敷い，各地に散在し，連絡をεってこそ初めて，大いに

能力を嚢揮するものであって，世界的事業であるから，欧米にのみ大天文
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皇が密集して居るのは，鯨り感心が出妙なく，経度の關係上東洋方面に大

天文毫が大に必要なのである．」叉緯度を異にし赤道附近にも，南難球にも，

北牛球にもSいふ様に東西に，南北に散在し相互に連繋して始めて世界文

化0）爲めに貢献するものである．

　倉敷天文塁に於ては，潮脚攣縮が詰切って日々観測したいご思って居る．

今日では経費の關係上甚だ遺憾ながら，毎月定期に二回E，何か天文學上

に事件がある時のみ観測して居るのである．昭和二年六月二十七日ウヰン

ネッケ彗星か，地球に最も接近しナこ日の如き五，六百人の参観人が押しか

けて來ナこ時は，三管は汗だくになって，多くの参観人に満足を與へる様に

努力したのである．天文毫には十二厚身の反射望遠鏡の外に，名工肇長原

平治氏の三囲望遠鏡を（，用ひて居る外に，時εしては天文同好會岡山支部

の三連望遠鏡をも用ひ，54倉敷小悪校の二吋牛の望遠鏡をも用ひるのであ

る．

　爾官公立の大天文壷が皇遡ミ，委任統治地の南洋ざに設立され，小天文

皇を第一期計書εして大學所在地に，第二期計叢こして高等學校所在地に

設けて，東西南北各地に散在せしめ，大に世界各類の天文肇ご共に活動す

るこミを切望するものである．

　昨年ハーヴアード大學天文塁で攣光星の観測所を，米國アリゾナ州ε伊

太利ミ我が國こに設け度いから，本邦に於ける位置の選定方を山本博士に

依頼して來たので，博士は倉敷を指定されたので，近き量質に於1同出張

所ε倉敷天文皇ミは連合して，世界の愛光星研究上に一新紀元を開き度い

のである．

　終りに天文壷附属の天文参考館を設け，天文に關する古來の圖書，難誌

類，天球儀，諸器械の標本等を陳列して，天文墓で望遠鏡に覗くE同時に

参考館を一覧して，天文知識を得るこεは有意義のこミΣ思考するのであ

る．而して小，中早生，女畢生，その他一般の入．々に普及せしむるこεは，

比較的天界に無頓着な邦人には夏に必要なこミN信ずるのである．

　此の機會に篤志者の後援及び聲援を願ひ，基本金を得て年々の経費に苦

しむこεなく純學術の爲めに進みたいのである．（昭和三年十一月三十日）


